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シ
リ
ー
ズ
「
那
須
塩
原
市
の
下
水
道
」　
【
第
５
回
】
下
水
道
の
経
営
編

下
水
道
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

▶問い合わせ
　 下水道課
　☎0287（37）8479

◆�次回の「那須塩原市の下水道」は、
　これからの下水道経営についてお知らせします。

「下水道の日」って知ってる？
　毎年9月10日は「下水道の日」なんだよ。
　昭和36年に下水道の普及のために始まっ
たんだ。この日を中心に、全国の自治体で普
及活動イベントなどのいろいろな催しをやっ
ているんだよ。
　ほかにも、主に小学生から中学生を対象に
した作文やポスター、新聞などを募集する「下
水道いろいろコンクール」もあるんだ。那須
塩原市のみんなも応募してね。
　なんで9月10日かというと、下水道の役割
の一つである「雨水の排除」にちなんで、台風
シーズンを過ぎた（立春から数えて）220日が
選ばれたんだ。
　「下水道の日」には、家族みんなで楽しく下
水道のことを知ろう！

分流式と合流式
　下水道には、汚水と雨水を一緒に集めて処
理する「合流式下水道」と、汚水と雨水を分け
て集める「分流式下水道」の2つがあるんだ。
　那須塩原市では、「分流式」を採用している
よ。「分流式」は、処理の必要のない雨水はそ
のまま放流するから、「合流式」より汚水処理
のコストがかからないメリットがあるんだ。

スイスイの
｢これ、知ってる？｣

下
水
道
財
政
の
し
く
み

　
市
の
会
計
に
は
、
多
く
の
市
民
に
関

わ
る
事
業
を
行
う
た
め
の
一
般
会
計

と
、
特
定
の
目
的
の
事
業
を
行
う
た
め

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計

は
税
金
、
特
別
会
計
は
使
用
料
な
ど
が

主
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
特
定
の
地
域
の
人
だ
け

が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
特

定
の
支
出
を
特
定
の
収
入
で
や
り
く
り

す
る
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

汚
水
と
雨
水

　
下
水
道
は
、
生
活
で
発
生
す
る
汚
水
4

4

を
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
雨
水
4

4

を
安

全
に
排
除
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
都
市
部
で
は
、
雨
水
が
地
面
に

浸
透
し
な
い
た
め
、
道
路
や
街
の
排
水

の
た
め
に
雨
水
用
の
管
が
敷
設
さ
れ
た

地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
費
の
う
ち
、
自
然
現
象
で
あ
る

雨
水

4

4

の
処
理
は
公
費（
税
金
）で
、
汚
水
4

4

の
処
理
は
下
水
道
使
用
者
が
支
払
う
私

費（
下
水
道
使
用
料
）で
賄
う
こ
と
を
原

　
一
方「
基
準
外
繰
入
金
」は
、
汚
水
の

処
理
な
ど
、
本
来
下
水
道
使
用
者
が
支

払
う
べ
き
費
用
の
不
足
分
を
税
金
で
補

て
ん
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
な
い
地
区
の
人
も
、
費

用
を
負
担
し
て
い
る
状
況
な
の
で
す
。

　
汚
水
処
理
に
か
か
る
費
用
は
私
費
で

賄
う
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、
基
準
外

繰
り
入
れ
が
生
じ
て
い
る
状
況
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
足
す
る
下
水
道
使
用
料

　
下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
処
理
に
か

か
る
費
用
を
、
汚
水
を
排
出
し
た
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
下
の
図

の
維
持
管
理
費
と
資
本
費
の
基
準
外
繰

入
金
は
、
下
水
道
使
用
料
の
不
足
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
費
を
下
水
道
使
用
料
で
ど

れ
だ
け
賄
え
た
か
を「
経
費
回
収
率
」と

い
い
ま
す
が
、
現
在
市
の
経
費
回
収
率

は
89・
2
％
と
、
約
１
割
分
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
基
準
外
繰
り
入
れ
が
生
じ
て
い
る
状

況
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
こ
の「
経

費
回
収
率
」を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

収
入
の
収
納

　
下
水
道
事
業
の
収
入
の
う
ち
、
下
水

道
使
用
料
と
受
益
者
負
担
金
は
、
皆
さ

ん
に
支
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
収
入
で

す
。
事
業
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
財

則
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
下
水
道
使
用
料
で
汚

水
処
理
費
用
の
す
べ
て
を
賄
え
て
い
な

い
た
め
、
不
足
分
を
公
費（
一
般
会
計

繰
入
金
）で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

源
で
す
の
で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

世
代
間
で
支
え
る
下
水
道

　
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
資
金
が

必
要
と
な
り
、
そ
の
多
く
を
国
の
補
助

と
借
入
金
で
調
達
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
何
十
年
も
の
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
建

設
時
に
一
度
に
支
払
う
の
で
は
な
く
、

借
入
金
の
返
済
を
長
期
間
に
設
定
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
使
用
者
に
も
公
平
に

費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
区
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
業
で

す
。
皆
さ
ん
に
公
平
な
事
業
と
な
る
よ

う
、適
切
な
経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

9月10日は
� 下水道の日

平成28年度　事業費内訳

一
般
会
計
繰
入
金

　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、「
基
準
内4

繰

入
金
」と「
基
準
外4

繰
入
金
」の
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
基
準
内
繰
入
金
」は
、
雨
水
の
処
理

や
、
下
水
道
整
備
の
た
め
に
借
り
た
お

金
の
返
済（
資
本
費
）な
ど
、
公
費
で
賄

う
部
分
と
し
て
国
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

繰越金
4800万円（1.6％）

その他
3420万円（1.2％）

建設改良費
6億5800万円（22.2％）
下水道を整備するための費用

維持管理費
7億9300万円（26.8％）
汚水処理費や人件費、
事務費などの日常業務
に必要な費用

下水道事業の経費とその財源

資本費
15億700万円（51.0％）
下水道整備のために借り
たお金（元金と利子）を返
済していく費用

一般会計繰入金
13億1040万円（43.6％）
下水道事業の中でも公益性の高
い事業の他、会計の赤字を補て
んするために、一般会計から支
払われる税金

市債
3億8440万円（12.8％）
整備費用などのための
金融機関からの借入金

国庫補助金
2億150万円(6.7％ )
下水道の整備や施設の更
新などに必要な費用の一
部を国が補助

受益者負担金
2930万円（1.0％）
下水道の利益を受ける人が工
事費の一部を負担するもの

下水道使用料
9億9520万円（33.1％）
下水道を使った人が排出した
汚水量に応じて支払う使用料

29億5800万円
歳出総額

30億300万円
歳入総額

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

基準外繰入金っていうの
は、下水道使用料だけでは
賄えない分を負担している
税金のことだよ

作
っ
た
あ
と
の
費
用

作
る
と
き
の
費
用

建設改良費

下水道管の整備や処理施設を建設するための費用経費

財源
市債（借入金）

受益者負担金

国庫補助金

資　本　費

雨水処理のために
借りたお金を返済する費用

汚水処理のために
借りたお金を返済する費用

皆さんの税金で
賄われるべきお金

下水道使用者が
支払うべきお金

経費

財源 一般会計繰入金
（基準内） 一般会計繰入金

（基準外）

下水道使用料

維持管理費

雨水処理や
水質保全のための費用

生活排水などの
汚水処理のための費用

皆さんの税金で
賄われるべきお金

下水道使用者が
支払うべきお金

経費

財源 一般会計繰入金
（基準内） 一般会計繰入金

（基準外）

下水道使用料

汚水は私費
（使用料）

雨水は公費
（税金）

※�敷地内の雨水は
敷地内で処理し
てください




